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発
足
７
０
周
年
を
迎
え
る
少
年
鑑
別
所 

 
 

 

昭
和
２
４
年
の
少
年
法
、
少
年
院
法
の
施
行
に
よ
り
、

全
国
に
少
年
鑑
別
所
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
少
年
鑑
別
所

は
２
０
１
９
年
で
発
足
７
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

 

少
年
鑑
別
所
に
入
る
少
年
の
数
は
、
戦
後
の
混
乱
期
、

昭
和
５
０
年
代
か
ら
６
０
年
代
、
平
成
１
３
年
前
後
な

ど
、
い
く
つ
か
の
非
行
の
波(

ピ
ー
ク)

を
経
験
し
な
が
ら

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
創
設
間
も
な
い
時
期
は
、
戦
後

の
傷
跡
が
色
濃
く
残
り
、
全
国
で
４
万
人
を
越
え
る
年
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
１
万
人
に
満
た
な
い
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
当
時
の
慌
た
だ
し
さ
、
混
雑
ぶ
り
は
想
像
し

て
有
り
余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
３
０
年
代
に
入
っ

て
も
収
容
の
多
い
状
況
が
続
き
、
左
の
よ
う
に
、
少
年
た

ち
を
廊
下
に
出
し
て
食
事
を
さ
せ
て
い
た
写
真
を
見
る

と
、
当
時
の
様
子
が
し
の
ば
れ
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
旭
川
少
年
鑑
別
所
が
、
地
域
の
中
で
歩
ん
で

き
た
７
０
年
を
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

旭
川
少
年
鑑
別
所
の
歩
み 

草
創
期 

 
 
 
 
   

（
昭
和
２
４
年
～
３
８
年
） 

 

当
所
は
昭
和
２
４
年
４
月
１
日
に
、
旭
川
市
東
町
２
丁

目
（
昭
和
３
９
年
に
現
在
所
で
あ
る
豊
岡
１
条
１
丁
目
に

地
番
変
更
）
に
あ
っ
た
少
年
保
護
施
設
「
蒲 ほ

う

蛍 け
い

学
園
」
を

補
修
・
改
造
す
る
形
で
開
庁
し
ま
し
た
。
職
員
定
員
１
７

名
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

 

現
在
の
感
覚
か
ら
す
る
と
、
旭
川
駅
か
ら
約
２
．
６
キ

ロ
と
便
利
な
場
所
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
開
庁
当
時
は
田

園
の
真
ん
中
で
、
馬
車
一
台
が
や
っ
と
通
れ
る
く
ら
い
の

細
い
道
が
あ
る
だ
け
、
雨
が
降
れ
ば
道
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

に
な
る
た
め
裸
足
で
出
勤
し
た
職
員
も
い
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
の
写
真
や
記

録
を
見
る
と
、
外
壁
が
低
く
、
窓
の
格
子
も
木
製
で
あ
る

な
ど
、
非
行
少
年
を
収
容
す
る
施
設
と
し
て
は
、
建
物
や

設
備
が
か
な
り
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

加
え
て
、
所
長
は
千
歳
市
に
所
在
す
る
北
海
少
年
院
長

が
兼
任
す
る
と
い
う
変
則
的
な
形
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
、
職
員
の
給
料
を
支
払
う
場
合
も
、
早
朝
に
旭

川
を
出
発
し
て
千
歳
に
赴
き
、
支
出
の
承
認
を
得
る
と
今

度
は
札
幌
で
小
切
手
を
現
金
化
し
、
よ
う
や
く
旭
川
に
戻

る
と
い
う
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
大
変
な
仕
事

で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 
  

初代護送車 

 写真ではホロがかけられていますが，当時，旭川

市内で走っていた唯一のオープンカーだったそう

です。 

昭和３０年代の食事風景 

 旭川少年鑑別所にも多くの

少年が入所していました。 

 旭川少年鑑別所 初代庁舎    

旭川少年鑑別所長 鉄島 清毅 



２
代
目
庁
舎
完
成 

 

地
域
へ
の
様
々
な
情
報
発
信
が
始
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
(

昭
和
３
８
年
～
平
成
１
３
年) 

 

三
浦
綾
子
さ
ん
が
一
日
所
長 

 
初
代
庁
舎
は
昭
和
３
８
年
に
そ
の
役
割
を
終
え
、
２
代
目

庁
舎
が
完
成
し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
地
域
の
方
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
、
旭
川
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
の
経
営
者
、
著
名

人
、
大
学
学
長
と
い
っ
た
方
々
に
、
一
日
所
長
を
委
嘱
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
「
氷
点
」
の
著
者
と
し
て
有
名
な

作
家
で
あ
る
三
浦
綾
子
さ
ん
も
一
日
所
長
と
し
て
少
年
た
ち

を
激
励
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
ほ
か
に
も
道
展
会
員
の
朝
倉
力
男
氏
か
ら
、
絵
画

「
残
雪
の
旭
岳
」
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
旭
川
更
生
保

護
婦
人
会
に
よ
る
花
壇
作
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
、
旭
川
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
員
と
少
年
と
の
卓
球
を
通
じ
た
交
流
会
な
ど
も
行
わ

れ
、
当
所
は
以
前
か
ら
、
ま
さ
に
地
域
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

             

現
庁
舎
完
成 

 

新
し
い
法
律
の
施
行
と
地
域
へ
の
貢
献 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
１
３
年
～
現
在
） 

 

平
成
１
３
年
に
完
成
し
た
現
在
の
庁
舎
は
、
ど
こ
か
旭
川

駅
と
も
重
な
り
合
う
近
代
的
な
外
観
を
持
ち
つ
つ
、
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
に
よ
る
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
で
す
。

長
い
厳
冬
期
に
備
え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
な
ど
、
全
国

的
に
見
て
も
胸
を
張
れ
る
少
年
鑑
別
所
で
す
。 

平
成
２
７
年
に
は
、
少
年
鑑
別
所
法
が
施
行
さ
れ
、
非

行
・
犯
罪
に
関
す
る
地
域
の
方
々
へ
の
相
談
活
動
が
正
式
な

業
務
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
２
８
年
に

は
、
「
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し

て
再
犯
防
止
が
国
の
大
き
な
施
策
の
一
つ
と
な
り
、
少
年
鑑

別
所
も
「
息
の
長
い
支
援
」
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
と
の

連
携
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

当
所
の
職
員
は
所
長
を
含
め
て
も
わ
ず
か
１
４
名
で
す

が
、
先
輩
方
の
良
き
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
地
元
の
方
々

と
連
携
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
、
様
々
な
取
組
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
少
年
鑑
別
所
を
よ
り
身
近
な
存
在
に

思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

実はよく知らない !！ 少年鑑別所のこと 

 

Q 少年鑑別所って何をするところ？ 

  少年鑑別所は，非行をして保護された少年を，家庭裁判所の審判まで収容する施設です。収容中，その少年 

 がなぜ非行をしたのか，更生に向けてどんな指導が必要なのかを分析（これを鑑別と言います）し，家庭裁判 

 所に提言しています。また，これらの経験を活かして，地域の方々から相談を受けること（これを地域援助と 

 言います）もしています。なお，審判において綿密な矯正教育が必要とされた少年は，少年院に送致されます。 

Q 少年鑑別所では誰が働いているの？ 

  非行少年の指導ノウハウを持っている法務教官と，心理面の分析のプロである心理技官が働いています。 

Q 地域援助は何ができるの？ 

  お子さんや御家族の問題行動（夜遊び，家財持ち出しなど）に悩んでいらっしゃる方から相談を受け，問題 

 行動の原因分析や関わり方についてのアドバイスをしています。また，学校の先生や福祉施設の職員方からの 

 御相談にも対応しているほか，非行や青少年の心理などについての講演もしています。 

２代目庁舎の外観 

 青い屋根の建物が庁舎，赤い屋根が職員宿舎で

す。右の写真にある初代庁舎のころに比べると，周

囲が宅地化し，すっかり様子が変わったことが見て

取れます。 

現庁舎の外観 

 屋根には天窓が設けられており，そこからの採光に

よって，寄贈いただいた絵画が照らし出されます。現

庁舎も完成から１５年が経過していますが，職員が丁

寧に手入れをし，大切にしています。 

 Q&A
 



 当所では旭川保護観察所の沼田町就業支援セン

ターの少年に，就労活動に特化したＳＳＴ（ソー

シャル・スキルズ・トレーニング）を実施していま

す。中には少年院仮退院中の少年もいて，久々に法

務教官から指導を受けることに対して，よい緊張感

を持って臨んでいるようです。また保護観察官のほ

か，旭川地区の保護司の方々にも参加していただい

ており，少年の更生を支える大人が皆でセンター生

の取組を見守る温かい雰囲気があります。 

 少年たちの再スタートのために必要なのは，仕事

や住居といった環境もさることながら，その環境に

適応するための能力（コミュニケーションスキルや

ストレスに対処するコーピングスキル）であると考

えられるため，今後もより効果的なＳＳＴの実施を

模索していきたいと考えています。 

 多くの方は違法薬物に恐ろしいイメージをお持ち

ではないでしょうか。私も違法薬物は恐ろしいとい

う気持ちは同じですが，以前，刑事施設で覚醒剤受

刑者への指導を担当する中で，違法薬物を使用する

のが特別な人ばかりでないことを知りました。興味

本位で始め，抜け出せなくなった場合も多いです。 

 とはいえ興味を持った人が全員薬物を使用するわ

けではありません。生きていく上で何かしらの問題

を抱えている人，特に人間関係に問題を抱えている

人が違法薬物に逃げ場を求めることが多いように感

じます。ですから薬物乱用防止教室では，薬物依存

の怖さだけでなく，薬物に逃避する必要がない人間

関係を築くことの大切さも伝えています。 

 薬物乱用防止教室を受講される生徒は，最初，自

分たちには関係のない世界のこととして聞いている

様子です。しかし，私の経験から具体的な話をする

と，表情が変わります。違法薬物の危険性を，これ

までよりも感じてもらえていると思います。 

少年院を出た少年を支える 
 

旭川保護観察所 

 沼田町就業支援センターとの連携 

中高生を違法薬物から守る     
 

 学校との連携 

地域の非行防止と健全育成のために 
  

 少年鑑別所は，収容された非行少年の改善更生のために日々働いています。その他にも，地域の非

行・犯罪の防止や青少年の健全育成に貢献するため，「地域援助」として，色々な関係機関と連携し

て活動しています。旭川少年鑑別所が行っている地域援助の一部をご紹介します。 

 ２ 

 １ 



 あさひかわ若者サポートステーションで「聴き方・

話し方講座」として，アサーションの知識を活用した

支援活動を行っています。アサーションとは「自分の

意見を相手の立場を尊重しながらもしっかり伝えるコ

ミュニケーションスキル」であり，非行少年への指導

経験を生かして始めた取組です。 

 サポステには，対人関係がうまくいかない，なかな

か社会に出られない，仕事に就いたこともないなど，

対人面に苦手意識や不安を抱えている若者が多くいま

す。そこで，すぐに就職，職場で使えるテクニックと

いうよりは，日常の中での人との接し方や会話の仕方

など身近なことを題材とし，苦手意識を克服するのに

役立つヒントを伝えるように意識しています。 

 講座の対象である若者たちは，年々変化しているよ

うに感じていますので，それに対応できるようこれか

らも務めていきたいと思います。 

 昨年度から，道北地域の自治体における就学指導事

業に対する援助活動を行っています。具体的には，こ

れから小学校に入学する予定のお子さんに個別的な心

理検査を実施して，その子に合った指導の仕方を，教

育委員会や学校，保護者の方と一緒に考えていくとい

う取組です。 

 少年鑑別所の職員は，日頃の業務の中で，心理検査

を実施していますが，対象のほとんどは中学生以上で

す。そこで，未就学児童への対応力を高めるため，施

設近隣の大学の先生や児童福祉機関などから助言や指

導を受けつつ，職員間でも勉強会を行うなど，職員み

んなで協力して，精度の高いアセスメントを実施する

体制を新たに築きました。 

 こうして地域の方々のニーズに応えていくことは，

私たち職員にとっても貴重な体験となり，スキルアッ

プにもつながっています。 

若者の自立を支える 
 

あさひかわ 

 若者サポートステーションとの連携 

地域の教育機関のために 
 

 教育委員会との連携 

札幌少年鑑別所    

函館少年鑑別支所  

旭川少年鑑別所   

釧路少年鑑別所    

011-787-0111 

0138-30-7877 

0166-31-5511 

0154-41-5877 

 北海道には，旭川市のほか，札幌，函館，釧路の４都市に少年鑑別所があります。「地域援助」は，

どの少年鑑別所でも行っているので，お気軽に御相談ください。 

 各施設の詳しい情報はホームページでも紹介しています。「非行・相談」で検索するか，下のＱＲコードを

利用ください。 

 ３ 

 ４ 



 

旭 

川 

市 
  

平
成
２
８
年
に
成
立
し
た
再
犯
防
止
推
進
法
で
は
、
再
犯
防
止
に
向
け
た
取
組
が

地
方
自
治
体
に
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

旭
川
市
は
、
全
国
で
も
先
進
的
な
取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
新
た
な
モ
デ
ル
事
業

が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
物
質
使
用
障
害
者
の
回
復
支
援
で
あ
り
、

国
、
自
治
体
、
民
間
団
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
支
援
団
体
を
地
域
に
根
付

か
せ
る
こ
と
が
目
標
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
関
係
機
関
と
し
て
旭
川
少
年
鑑
別
所
も
協
力
す
る
た
め
、
打
合
せ
を
始
め

て
い
ま
す
。
少
年
鑑
別
所
の
法
務
教
官
や
心
理
技
官
が
、
薬
物
事
犯
者
に
対
す
る
指

導
経
験
や
心
理
学
の
専
門
知
識
を
活
か
し
な
が
ら
、
支
援
団
体
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
向
け
た
助
言
、
効
果
検
証
に
向
け
た
分
析
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。  

旭川市の地域再犯防止推進モデル事業と旭川少年鑑別所の関わり 
 

 モデル事業の概要：物質使用障害者の立ち直りと回復を地域で支援する 
 

 旭川市では，薬物依存を背景とした犯罪をした者の回復支援をサポートする専門機関や自助グループが

不足しているという状況を踏まえ，平成２６年１１月から活動を開始している支援団体である，一般社団法

人「道北地方物質使用障害研究会」に対し，スタッフのスキル向上と開拓を支援することにより，地域支援

体制の定着を目指しています。 

受刑などの処分中 

処遇の受け手 

処分の終了後 

医療・福祉 

道北地方物質使用障害研究会 

地域の社会資源を能動的に活用する利用者へ 

刑事司法・更生保護 

少年鑑別所は薬物事犯者への指導経験等を活かし 
  ・スタッフのスキルアップのための貢献 

  ・道北地方物質使用障害学習会への講師派遣 

  ・効果検証（アンケート）への助言，協力 

旭川市の担当者と、当所において打合せを行いました。

地域の再犯防止のために、経験豊かな法務教官などが

協力をしていく予定です。 

物
質
使
用 

障
害
者 

関
係 

機
関 

協力 

 
再
犯
防
止
の
先
進
地
域 

 
 



―
少
年
院
で
は
少
年
鑑
別
所
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

少
年
院
は
、
少
年
や
保
護
者
か
ら
の
情
報
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
関
係
機
関
か
ら
情
報
を
得
て
い
ま
す
。 

 

少
年
鑑
別
所
か
ら
は
、
少
年
が
入
院
す
る
と
き
に
、
鑑
別

の
結
果
、
つ
ま
り
少
年
が
な
ぜ
非
行
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な

指
導
が
必
要
な
の
か
の
分
析
結
果
な
ど
、
詳
し
い
資
料
が
一

緒
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
少
年
院
で
の
教
育
計
画
を

立
て
る
上
で
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
少
年
院
で

の
処
遇
が
一
定
程
度
進
ん
で
か
ら
、
少
年
の
問
題
性
が
ど
こ

ま
で
改
善
し
た
か
の
分
析
を
、
少
年
鑑
別
所
に
依
頼
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

 

加
え
て
、
出
院
後
の
生
活
に
向
け
た
準
備
や
家
族
と
の
調

整
に
際
し
て
は
、
社
会
調
査
を
実
施
し
た
家
庭
裁
判
所
や
出

院
後
の
指
導
を
担
当
す
る
保
護
観
察
所
か
ら
い
た
だ
く
情
報

も
大
切
で
す
。
少
年
院
で
は
、
関
係
機
関
が
集
ま
っ
て
情
報

交
換
を
す
る
処
遇
ケ
ー
ス
検
討
会
を
し
ば
し
ば
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
が
有
意
義
な
場
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。 

 
 ―

少
年
院
と
少
年
鑑
別
所
の
連
携
で
大
切
と
感
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？ 

 

連
携
を
よ
り
有
効
な
も
の
に
す
る
に
は
、
少
年
鑑
別
所

と
少
年
院
が
、
互
い
の
処
遇
や
業
務
内
容
を
よ
く
知
っ
て

お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。 

 

私
が
少
年
鑑
別
所
で
勤
務
し
て
い
た
と
き
は
、
在
所
し

て
い
る
時
点
で
の
少
年
の
状
態
を
理
解
す
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
ま
し
た
が
、
少
年
院
で
勤
務
を
経
験
す
る
中
で
、

処
遇
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
変
化
や
、
そ
の
先
に
あ
る
社

会
復
帰
を
見
据
え
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
少
年
院
と
少
年
鑑
別
所
が
、

処
遇
の
方
針
等
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
け
る
よ
う

な
体
制
を
よ
り
強
化
で
き
る
と
よ
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

―
今
後
、
こ
う
し
た
連
携
を
で
き
た
ら
よ
い
と
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
、
少
年
院
は
出
院
者
の
相
談
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
実
績
も
増
え
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
少
年
院
は
出
院
者
の
地
元
か
ら
離
れ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
直
接
相
談
に
応
じ
る
に
は
制
約
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出
院
後
の
支
援
は
地
元
に
近
い
保

護
観
察
所
や
少
年
鑑
別
所
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
少
年
鑑
別
所
は
、
非
行

の
問
題
を
抱
え
る
少
年
の
処
遇
の
入
口
で
あ
り
出
口
と
な

り
得
る
と
思
い
ま
す
。 

 

少
年
院
の
職
員
と
し
て
は
、
こ
の
点
を
意
識
し
て
、
出

院
し
て
い
く
少
年
の
こ
と
を
、
必
要
に
応
じ
て
し
っ
か
り

少
年
鑑
別
所
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。 

 
少
年
院
と
少
年
鑑
別
所 

― 

そ
の
連
携
の
深
化 

― 
  
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

家
庭
裁
判
所
の
審
判
で
矯
正
教
育
が
必
要
と
さ
れ
た
少
年
は
、
少
年
鑑
別
所
か
ら
少
年
院
に
送
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

少
年
鑑
別
所
で
の
勤
務
経
験
も
あ
る
北
海
少
年
院
の
職
員
か
ら
、
少
年
院
と
少
年
鑑
別
所
の
連
携
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

北海少年院 山下専門官 

 札幌少年鑑別所で心理職として採用。現在は北海少年院において，少年の帰住

先調整，福祉機関への橋渡しや就労支援などを担当する。 
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紫明女子学院 
0123-22-5141 

北海少年院
0123-23-3147 

月形学園 
0126-53-2736 

札幌少年鑑別所 
011-784-7441 

函館少年鑑別支所 
0138-51-5652 

旭川少年鑑別所 
0166-31-5468 

札幌少年鑑別所函館少年鑑別支所となって半年が経過しまし

た。札幌少年鑑別所の指導を受けるとともに，函館少年刑務所から

の協力を受けながら，支所職員が団結して支所の運営を行っていま

す。 

おかげさまで，今年度になってから，渡島管内の高等学校，養護

教員会，保護司会などから講演，見学の依頼を受けております。御

依頼があればどこへでもお伺いしますので，ぜひお声掛けいただきた

くお願いいたします。 

 本年７月３１日，毎年恒例の

「一日所長行事」を開催しまし

た。今年は，当所後援会の会

長に一日所長を委嘱し，「前に

勇気と情熱～出会いに感謝」と

題した講演では，周りの人々に

支えられながら困難を乗り越え

てきた体験談を熱く語っていた

だきました。 

釧路少年鑑別所 
0154-41-5808 

 本年１０月１４日，旭川刑

務所で開催された旭川矯正

展に，性格検査の体験コー

ナーを出展しました。皆さん

自分自身の検査結果に興

味しんしんの様子でした。約

４００名もの多くの方に検査

を体験していただきました。 

 ハロウィンにあわせ，在院者が育

て，装飾したかぼちゃを市内の図書

館等に飾らせていただきました。 

 当院では，アンガーマネジメントや

マインドフルネス，アサーション･トレー

ニング等の授業内容をご相談に応じ

てアレンジし，出前講座いたします。

お気軽に御連絡・御相談ください。 

 本年９月，帯広ライオンズクラブとの

交流会を開催し，食育の一環として

同クラブ会員のシェフによるフレンチの

コース料理が振る舞われました。シェ

フからは，当日の料理に使用した道産

食材やテーブルマナーに関する説明

をしていただき，参加した在院者は真

剣に耳を傾けながら，笑顔でおいしい

料理に舌鼓を打っていました。 

帯広少年院 
0155-24-5787 

 出院後，高校進学を希望している在院

者のために，近隣の高等学校の見学を

実施しました。 

 授業風景の見学をさせていただいた

り，卒業するための条件や学校行事，部

活動等についての説明をしていただいた

りする中で，参加した在院者は進学に向

けた意欲を高めていました。 

 これからも一人ひとりの在院者に必要

な取組を実施していきます。 

 本年９月２５日，白石地区

保護司会の研修にお招きい

ただき，「発達障がいをもつ

少年との関わり方について」

をテーマに講演を実施しまし

た。引き続き，地域の皆様と

各機関・団体からの依頼に

基づき，研修・講演を実施し

てまいります。御連絡をお待

ちしております。 

 本年９月３０日，札幌刑務所において，

北海道矯正展が開催されました。当院

の在院者が作成した行事用ポスターや

当院の教育内容の紹介パネルなどの展

示を行いました。また，当院で行っている

点訳を，多くの方に体験していただきまし

た。 

 多くの方が来場され，少年院の教育に

御理解いただいたことを，この場をお借り

してお礼申し上げます。 


